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細胞は、ヒト ES細胞株H9 (WiCell Bank, Madison, WI)、ヒト iPS細胞株 201B7 (京
都大学 iPS 細胞研究所より医薬基盤研究所へ供与)、Dotcom (JCRB1327：JCRB 細胞
バンク)、Tic (JCRB1331、JCRB細胞バンク)、Squeaky (JCRB1329、JCRB細胞バン
ク) を使用した。分化指向性の評価方法として、Touboul らの報告による肝細胞への分
化誘導法（Touboul et al., HEPATOLOGY, 2010, 51:1754-1765）を改変して、肝細胞系
譜における遺伝子発現プロファイルを解析した。ヒト PS 細胞を単一細胞に分散し、無








への分化指向性を評価した。EB を形成後、2 週間培養し、 RNA を抽出後、その遺伝













胞へ分化誘導時のアルブミン分泌量を測定した。5 株のヒト PS 細胞のうち H9 細胞に
おいてアルブミン分泌量が最も高く、201B7細胞において最も低い結果となった。また、
Tic 細胞、Dotcom 細胞、Squeaky 細胞の順でアルブミン分泌量が高かった。以上の結
果から、肝細胞様細胞への分化誘導において、ヒト PS 細胞株間のみならず、同じドナ
ー由来のヒト PS細胞でも、クローン間で分化指向性の違いが認められた。 
 ヒト PS細胞の EBを形成後、hPSC Scorecard Panelを用いて、未分化マーカー、外
胚葉マーカー、中胚葉マーカー、内胚葉マーカーの遺伝子発現量をスコア化した。この


















ヒト PS 細胞株から肝細胞および三胚葉を誘導し、ヒト PS 細胞の細胞株間における分
化指向性の違いを検出した。同じドナー由来のクローンであっても、分化指向性が異な
ることが明らかとなった。また、同じ細胞株であっても、長期継代により染色体異常と
なった細胞では、分化指向性が異なることが明らかとなった。本研究により、ヒト PS
細胞の品質管理の重要性が示された。 
